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フクロウ（栄町にて） 

／撮影 田原 巌 会員 

 

暑中お見舞い 

申し上げます。 

 

           この度、会長に就任致し 

ました、平林と申します。 

コロナ禍の現況、活動面での制約、会員の平均 

年齢の上昇等、厳しいセンター運営が想定され、 

重責に身の引き締まる思いです。会員の皆様の 

ご指導、ご協力を賜りながら、微力ではあります 

が、センターの発展に尽くしてまいります。 

よろしくお願い申し上げます。 

 当センターの最大の課題である「会員の増強」 

は、前会長が精力的に取り組み、小冊子が出来 

上がりました。今後は、この成果物をメンテしな 

がら、活動を継続してまいります。現在、会員の 

平均年齢は７５歳になりました。十数年で５歳 

上昇したことになります。さらに、今年４月に 

「改正高齢法」が施行され、事業主は７０歳迄 

の雇用が努力義務化されました。新入会員の 

高齢化が加速しそうです。 

 しかしながら、シニアライフの選択肢は種々 

あります。継続雇用、ボランティア活動、サー 

クル活動、地域に貢献しながらお小遣いをいた 

 

だくシルバー人材センターでの就業等。後者の 

魅力を強力に発信していけば、入会者の増加は 

期待できると思います。 

 会員の退会を抑制する取り組みも重要です。 

特に、希望する仕事なしで「若手」が退会する 

状況は残念で、避けたい。無就業会員との対話、 

マッチングサービスも重要です。 

 また、お客様の要望に応えられない状況も改善 

する必要があります。「シルバーに頼んでもダメ 

だ。」との口コミが広まれば、業績は下降線を 

辿るでしょう。これらの課題に「急がす、焦らず、 

着実に」対応したい。「築城３年、落城３日」 

とも言います。先輩方が築いてきた評価を、維持 

・発展させたい。 

 新型コロナウイルス感染症のワクチンの接種 

が始まりましたが、先のことは視界不良です。 

「うつらない、うつさない」を基本に、新たな 

日常を過ごして参りましょう。会員の皆様には、 

暑さ厳しき折、体調には十分ご留意され、楽しい 

シルバーライフをお過ごしいただくよう祈念し 

ご挨拶といたします。 

 

公益社団法人四街道市シルバー人材センター 

会 長   平 林  健 一 

感染症予防に 

努めましょう 
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皆様には、ますますご清祥 

の事とお慶び申し上げます。 

 さて、私こと、６月１８日 

開催の令和３年度定時総会 

の終結を以って、三浦誠は 

会長職を退任することとな 

りました。振り返って見ます 

と、平成１９年４月に入会し、 

これまで１４年間の中で理事職を含め副会長職、 

会長職併せて１０年間、皆様の絶大なるご支援と 

ご理解をいただきながら、大過無く務めて参り 

ました。そんな中、一人の理事さんが急病により 

逝去されたことは、非常に悲しい事であり、残念 

でなりませんでした。ご冥福をお祈りいたす 

ばかりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新役員のみなさん】 

   平林 健一  会 長（１列目左から４番目） 

   滝澤 和元  副会長（１列目左から３番目） 

   鈴木 正司  理 事（２列目左から１番目） 

 伊藤 靖士  理 事（１列目左から２番目） 

   來住 惠子  理 事（１列目左から５番目） 

大森 隼男  理 事（２列目左から６番目） 

 

 

【退任された役員のみなさん】 

 三浦 誠   前会長（１列目左から１番目） 

 岩﨑 雄一  理 事（２列目左から９番目） 

 

 

 

 

 

今後は、新会長のもと新役員の方々に依るさら 

なる発展をお願いするとともに、新型コロナウイ 

ルスの感染にも十分気をつけられますよう願い 

ます。 

 退任後は、シルバー人材センターにおいて現職群 

班に身を置き、体の続く限り頑張りたいと考えて 

ますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 結びに、これまで支えていただいた理事の皆さん、 

監事の皆さん、更には事務局長をはじめ事務局員の 

皆様方からのご厚誼を賜りました事、厚くお礼申し 

上げます。 

 新型コロナ禍の折、皆様方におけれましても三密 

を避け、いつまでも明るく楽しい職場でありますよ 

う、日々を過ごされることを祈念し、簡単ではあり 

ますが退任の挨拶といたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瀬藤 麿理枝 理 事（２列目左から４番目） 

藤井 三幸  理 事（２列目左から５番目） 

三村 幸弘  理 事（２列目左から３番目） 

渡邉 英雄  理 事（２列目左から２番目） 

宮部 延宏  監 事（１列目左から６番目） 

日髙 正弘  監 事（２列目左から７番目） 

阿部 知和  理 事（事務局長：３列目） 

 

 

髙久 勝美  理 事（２列目左から１０番目） 

鈴木 昌子  理 事（２列目左から８番目） 
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市原 隆 さん 

 

 ５回にわたり連載してきた「懐かしの四街道」 

も今回が最終回。古き、良き四街道に新たな発見 

があったことと思います。 

 

 最終回は四街道市四街道生まれ、現在も同地 

に居を構える市原隆さんに、思い出を語って 

いただきました。因みに、「四街道」の地名の 

起こりは、榎の大木のある十字路をもってつけ 

られた。明治１４年のことだ。この榎は強風で 

倒木の危険があるとの判断で、平成２５年に 

伐採された。伐採された榎の一部は、御守りに 

加工されたそうです。市原さんら、地域の皆様に 

ことのほか愛された榎。今は、新しく植樹され 

「四街道」や「十字路」を見守りながら育って 

います。 

 

市原さんは、奥さんと二人暮らしですが、 

毎週のように遊びに来る“お孫さん”との 

触れ合いを楽しみにしている、やさしいお爺 

さんです。 

シルバー人材センターでは、四街道駅前の 

駐輪場で就業中。 

何事も暖かく包み込む「布袋様」のような 

風貌で、仕事仲間からの信頼も厚く、頼りに 

なる存在です。 

  自宅は四街道小学校に隣接しており、今では 

 

 

 

～ 四街道市の発展とともに成長！ ～ 

 

 

住宅街になっていますが、かつては畑が広がる 

田園地帯だったとのこと。 

小学校には、昭和３３年に入学。四街道町が 

発足して３年後のことだ。 

因みに、昭和３５年の四街道町の人口は 

・・・１６，６００人。 

他の学童と違い、 

「学校帰りに遊んだという記憶はないなあ。」と。 

それもその筈、自宅は小学校に隣接しており、 

学校を出たら、すぐ自宅。 

 

当時は、美しが丘公園から小名木まで、田んぼ 

が広がっており、小川でザリガニや小魚取りに 

夢中になり、「服を汚して母親に叱られた。」こと 

も懐かしい思い出だ。又、今は亡き父親と一緒に 

「夜に筌（うけ）を仕掛け、川エビや、ウナギを 

捕ったり。冬は田んぼが氷り、竹で作ったスケー 

トで遊んだ。」ことなど、のどかな時代だ。 

小学校の頃は中心市街地も発展し、「釣り堀で 

遊んだり、映画館に連れていってもらったり、 

楽しかったなあ。」と、四街道に映画館があった 

ことなど、新たな発見だ。 

成人になると、２軒あったボーリングに熱中 

するなど、四街道の発展と青春時代が重なる 

ようだ。 

 

「コロナ禍の今、どのように過ごしてる？」 

とお聞きしたら、「孫と遊園地にも行けず、好き 

なカラオケも我慢。日曜大工をやったり、メダカ 

の飼育。」と忙しそうだ。又、「奥様と韓流ドラマ 

にハマってる。」とのこと。これも、夫婦円満の 

秘訣だな、と納得。 

 

千葉市出身の素敵な奥さんとの馴初めをお聞 

きすると「それはヒミツ」。きっと、素晴らしい 

出会いだなあ、と想像しながら、「これからも 

幸せな家庭である。」と確信しながら、インタ 

ビューを終えた。 

 

（インタビュアー 平林・鈴木編集委員） 

魚とりに夢中になった 

少年時代 
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今なお続く練習 
～ピアノ～ 

 

岡田 惣三 会員 

（四街道小地区１班） 

 

           下手の横好きと云うが、 

          私はこの言葉の範疇に 

          属する人間と思う。自覚 

しているだけでも五、六個は有る。 

 子供の頃から楽器が好きで、社会人になって 

直にピアノの練習を始めた。 

程なくして、自分で買ってしまった。 

生家は田舎で、隣家は離れており、騒音など 

考えたこともなく練習に夢中になった。 

 五十年程前に、今の小さな家に引越したが、 

隣家が近く、音には常に気を付けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年１０月から開始した「ネクストメンバー 

制度」、６月現在２０名の方が登録中です。 

 口コミ勧誘の際、「入会しても仕事はあるの？」、 

 

 

 

 昨年度の当センターの事業収入は、絶好調 

だった一昨年に比べ約５％減でした。コロナ禍 

の状況を鑑みると、相当の善戦と言えるでしょう。 

これも会員の皆様の感染予防の取組みと頑張り 

の賜物と誇りに思います。先月の総会で、女性理事 

が３名になりました。家事援助、介護予防等女性 

が活躍する機会が増えています。女性ならでは 

の視点、柔軟な発想で、センターに新風を吹き 

込んで頂けるものと期待します。 

昨年の「シルバー四街道」夏号は休刊しました。 

やはり、毎年発刊したいものです。 

 

練習中には窓を開けた事がないが、音は外にもれ 

る。隣人が我慢しているのか、諦めているのか、 

苦情は無いものと自分では思っている。 

 今までの途中で、お酒を飲む事に力が入り、 

ピアノの練習に力が入らなかった時もあったが、 

今でも練習は続いている。 

 

楽譜を見れば、所定の位置に指が動き出す。 

しかし、概して一言で云えば・・・ 

・・・演奏は下手だ。 

 

 人生の終焉の領域に入り、収集したアンティー 

ク的な物も含め、何とかこれ等を処分したいが 

決心がつかない。 

 そこで二台有るピアノを、この春先に一台処分 

した。テレビコマーシャルの「ピアノ買います」 

に電話して、買取りを依頼した。 

 ところが買取りどころか、数万円の処分費を 

払うはめになった。 

 

  部屋がガランとなり、 

何か虚しい気持ちにうちのめされた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「会費だけ払って、仕事がなければもったいな 

い！」等の不安をお持ちの方に、勧めて下さい。 

詳しくは、Web 又は事務局まで・・・。 

 

広げよう！ 「働く喜びと社会参加」 

 

 

 

 

 

 

 
令和３年６月末日現在 

最高登録会員数 平成２４年１月末 ６７２名 

会 員 数 

男 性 ４２３名 

女 性 １５４名 

合 計 ５７７名 


